
24

FDI・2023・09

神谷　直亮　神谷　直亮　

　少し前になるが 6 月 5 日から 11 日まで
シンガポールに出張した。滞在中に気づい
たことが 4 つある。
　まず、シンガポールは、その立地条件か
ら衛星より海底ケーブルの敷設に熱心なこ
とが分かった。現在、海底ケーブルの上陸
地点は 3 カ所に分かれており、1 カ所は、
同国西部の Tuas が「SeaMeWe-3」ケー
ブルの上陸地点になっている。この海底ケー
ブルは、ベルギーとシンガポール間、シン
ガポールとオーストラリア間を結んでおり
総距離 39,000km に達する。
　2 カ所目は、東部の TanahMerah で、

「Asia-America Gateway」ケーブルの上
陸地点になっている。この海底ケーブルは、
東南アジア諸国とアメリカを結んでおり、
総距離 20,000km に及ぶ
　3 カ所目の上陸地点は、東部の Changi 
North で、ここは「EAC-C2C」ケーブル
の上陸地点で、日本やフィリピンなどを結
ぶ総距離 36,500km を誇る

　今回のシンガポール滞在中に聞いた話で
は、今後 10 年以内に上陸地点を 3 カ所か
ら 6 カ所に拡張する計画を練っているとい
う。この背景にあるのは、国内に 10Gbps
のブロードバンドインフラを構築してあま
ねく普及を目指すという政府の大方針があ
る。
　次いで、シンガポール政府は、国民に対
し未だに衛星放送の直接受信を禁止してい
る。そのためか Singtel 社が運用している
衛星は、「ST-2」「ST-3」の 2 機にとどま
る。しかも「ST-2」は、台湾の中華電信と
の共同所有衛星である。衛星放送ができな
いこともあり、Singtel 社が特に力を入れ
ているのは海上ブロードバンドサービスで
ある。一方、Singtel 社は、2001 年にオー
ストラリアの衛星通信事業者として知られ
る Optus 社を買収して子会社にしたことで
広大なテリトリーをカバーすることになり、
国際テレポートオペレーションにも力を注
いでいる。

　さらに、ホテルで見られる日刊紙「The 
Straits Times」でテレビ番組をチェック
してみると、地上波放送、ケーブルテレビ、
IPTV、ストリーミングサービスの番組が
載っており、それぞれユニークな展開を見
せている。
　地上波テレビ放送は7チャンネル編成で、
政府出資のメディア企業である MediaCorp
のテレビ部門のみが行っている。シンガ
ポールは、多民族、多文化社会なのでチャ
ンネル別に使用言語を指定しているのが特
色である。つまり、「チャンネル 5」は英語、

「チャンネル 8」と「チャンネル U」は中国
語、「Channel News Asia」は英語と中国
語、「Vasantham」チャンネルはタミル語、

「Suria」チャンネルはマレー語といった編
成である。
　 ケ ー ブ ル テ レ ビ は StarHub TV が、
IPTV は Singtel TV が 提 供 し て い る。
StarHub TV の番組を見ると「BBC」と

「Hub Sports」 が 目 玉 で あ る。 一 方 の
Singtel TVは、「Cartoon Network」「AXN」

「Warner TV」などを中心にして提供して
いる。
　さらに、ストリーミングサービス事業者
として、Netflix と Viu が載っており主な
番組内容が紹介されていた。Netflix の番組
は、「Top 10 Movies」 と「Top 10 TV 
Shows」というような大雑把な紹介になっ
ている。
　4 つ目としては、カジノの存在が挙げら
れる。しかもマリーナベイ・サンズとリゾー
ト・ワールド・セントサの 2 カ所にある。

シンガポールの現在地シンガポールの現在地

写真 1　シンガポールの地上波テレビ放送は、政府出資
のメディア企業である MediaCorp のテレビ部門が提供
している。（出典：mediacorp.sg）

写真 2　シンガポールには、マリーナベイ・
サンズとリゾート・ワールド・セントサの 2
カ所にカジノがある。（筆者撮影）

写真 3　Goolight 社が制作した「人をつなぎ、地域をつなぐ須坂の新しい拠点 -bota-」が「ケーブル アワー
ド 2023」のグランプリを獲得した。（出典：catv-jcta.jp）

写真 4　日本衛星協会の「オリジナル番組アワー
ド 2023」の「グランプリ」には、WOWOW プラ
イムが制作した「ドキュメンタリーシリーズ WHO 
I AM LIFE ヴィクトリア・モデスタ （バイオニッ
ク・ポップ・アーティスト）」が輝いた。（出展：
eiseihoso.org/©wowow who i am project）
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マリーナベイ・サンズ・カジノへ行ってみ
たら、2 階建てで（1 階が喫煙可能エリア
で、2 回は禁煙エリア）約 15,000 平方メー
トルのフロアーに 500 ほどのルーレット、
タイサイ、クラップスなどのテーブルと大
小 2000 台のスロットマシーンが並んでい
た。カジノ内には、「Tong Dim」という中
華麺が食べられる店があり、疲れたら一休
みしながらヌードルを味わうことができる。

　最後に、シンガポールと直接の関係は
な い が、6 月 8 日 の ロ ー カ ル 紙「The 
Straits Times」に興味深い衛星の話が
掲載されていた。米宇宙軍と米偵察局が

「Silent Barker」と呼ぶ静止衛星を United 
Launch Alliance の「Atlas V」ロケット
で打ち上げ、最新鋭のセンサーで中国やロ
シアの不審な衛星の動向を監視するという
ニュースである。切掛けとなったのは、中
国が 2021 年に「Shijian-21」という衛
星を打ち上げて、宇宙で機能を喪失した自
国の衛星をロボットアームで捕獲して宇宙
の墓場に移動させたという実績である。しっ
かりと「Silent Barker」衛星で常時監視を
していないと、いつ米国の衛星が捕獲のター
ゲットになるかわからないとの危惧を感じ
始めているように思われる。日本にとって
も他人事とは言えきれない面がある。

「ケーブル・アワード 2023」「ケーブル・アワード 2023」

　日本ケーブルテレビ連盟が 7 月 20 日に、
第 16 回「ケーブル・アワード ベストプロ
モーション大賞」の受賞作品を発表した。「さ
まざまな地域のケーブル・コミュニケーショ
ン活動を支え、認知向上と各社の活動内容
の共有を目的に、優れたプロモーションや
施策を表彰する」このアワードの主な受賞
作品は下記の通りであった。
グランプリ：Goolight 社（長野県須坂市）
の「人をつなぎ、地域をつなぐ須坂の新し
い拠点 -bota-」
　タイトルの通りこの作品は、長い間空洞
化していた須坂駅前のビルを、地域に暮ら
す人々が有意義に集える多目的交流施設と
して再生させた意気込みと経営手腕が評価
された。

準グランプリ：キャッチネットワーク社（愛
知県刈谷市）の「映像でよみがえる。つな
がる。地域と共に歩んだ 30 年」
準グランプリ：ちゅピ COM 社（広島県広
島市）の「ケーブルテレビだからできる！
ちゅピ COM はテレビで DX!」
特別賞：京丹波町の「火の用心 CM キャン
ペーン。感謝の 300 回 SP。火災ゼロの町
への挑戦」

「衛星放送協会 オリジナル番組アワード」「衛星放送協会 オリジナル番組アワード」

　7 月 21 日に東京・よみうり大手町ホー
ルで「第 13 回衛星放送協会オリジナル
番組アワード」の授賞式が開催された。今
回、番組部門 6 ジャンルの最優秀賞作品
の中から選出される「グランプリ」には、
WOWOW プライムが制作した「ドキュメ
ンタリーシリーズ WHO I AM LIFE ヴィ
クトリア・モデスタ （バイオニック・ポッ
プ・アーティスト）」が輝いた。この作品
は、左足に障害を持って生まれ 15 歳で足
を切断した後、自身の義足をアートに変え
て表現活動を行っているヴィクトリア・モ
デスタに密着したドキュメンタリーで、イ
ンタビューを中心に世界各地での活動ぶり
を追った内容が高く評価された。
　なお、各番組部門の最優秀賞の受賞者は、
次の通りであった。
ドラマ部門：NHK BS プレミアム・BS4K
制作の特集ドラマ「ガラパゴス」
ドキュメンタリー部門：NHK BS4K・BS
プレミアム制作の「発掘ロストワールド、
恐竜の聖地ゴビ砂漠」
中継部門：CS テ
レ 朝 チ ャ ン ネ ル
1 制 作「 羽 生 結
弦 ア イ ス シ ョ ー、
プ ロ ロ ー グ in 
HACHINOSE」
文化・教養部門：
WOWOW プ ラ イ
ム制作「「ドキュメ
ンタリーシリーズ
WHO I AM LIFE
ヴィクトリア・モ
デ ス タ （ バ イ オ

ニック・ポップ・アーティスト）」
バラエティ部門：時代劇専門チャンネル制
作「小椋佳 時代劇の仕事、特別番組 小椋佳
の歌日記、前編・後編」
ミニ番組：キッズステーション制作「見上
げてみよう、ぼくらのウチュウ」
編成企画部門：日本映画専門チャンネル制
作「24 時間まるごと伊丹十三の映画 4K」
番 宣 部 門： ス ー パ ー！ ド ラ マ TV 制 作

「S.W.A.T. シーズン 5」の放送開始版番宣

　上述した各部門の優秀賞に加えて、審査
員奨励賞と CAB-J 賞の受賞者が下記の通
り決まった。
中 継・ 審 査 員 奨 励 賞：WOWOW プ
ラ イ ム 制 作 の「 生 中 継！ THE LAST 
ROCKSTARS Live Debut 2023, Tokyo-
New York-Los Angeles」
編成企画部門・審査員奨励賞：スカイ A/
スペースシャワー TV 制作「A-Golf」
CAB-J 賞：GAORA 制作「Airdog （空気
洗浄機）」

　最後に、吉岡忍審査委員長は、「世界の新
しい次元に目を凝らしながら、そこをつか
み取ろうとする新しい放送人の意欲と苦闘
に光を当て、テレビの次の半世紀切り開く
萌芽に注目して審査を行った」とのコメン
トを発していた。

Naoakira Kamiya
衛星システム総研　代表　

メデイア・ジャーナリスト　

ハイビジョン伝送・災害・報道・海外派遣

「驚愕の超小型平面アンテナ！」
スタンダードなＳＣＰＣでのＳＮＧモデルに加え２０２０年
７月に新しくスタートしたスカパーＪＳＡＴ社の新サービス
「Ｓａｔ-Ｑ」モデルもラインナップ。お客様の運用にマッチ
した利用が簡単にできます。放送などのＨＤ映像伝送・災害
通信・海外通信・企業のＢＣＰ向けなど幅広く利用可能です。

＜SATCUBEアンテナの特長＞

■47cm x 30cm x 5.5cmビジネスバッグに入ります！
■SCPCモデル・Sat-Qモデル・各種あり
■災害/報道/海外派遣映像音声伝送インターネット接続/ハイビジョン伝送可能
■わずか１分で通信可能組立不要・工具不要
■衛星捕捉は内蔵ディスプレイのアシスト機能で素早く簡単
■航空機持込可能バッテリーで運用可（約３時間運用可能）
■運用中のバッテリー交換可（ホットスワップ対応）
■モバイル中継装置（TVU・Live U・スマテレ等）と連携可
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